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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
経皮的冠動脈形成術 (percutaneous coronary intervention; PCI)施行患者を対象として、光干渉
断層像(optical coherence tomography; OCT)による冠動脈プラーク性状とエイコサペンタエン酸
／アラキドン酸比(eicosapentaenoic acid to arachidonic acid; EPA/AA)との関連について検討
すること。 
【対象】 
OCTガイド下 PCIを施行した患者。 
【方法】 
 EPA/AAを中央値で 2群に分け OCT所見から得られる冠動脈プラーク形態を比較した。 
【結果】 
EPA/AA低値群で thin-cap fibrotheroma(TCFA)、マクロファージ集積、プラーク内新生血管が多く
みられた。EPA/AA<0.36が TCFAを予測する独立した規定因子であった。 
【結論】 
 EPA/AAが冠動脈不安定プラークに関係している可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
冠動脈疾患を有する患者において、エイコサペンタエン酸／アラキドン酸比(eicosapentaenoic 
acid to arachidonic acid; EPA/AA)は心血管イベント発症の独立した予測因子であると報告されて
いる。しかし、光干渉断層像(optical coherence tomography; OCT)で観察した冠動脈プラーク性状
と EPA/AAとの関連については十分な検討はされていない。 
そこで今回、我々は OCT ガイド下に経皮的冠動脈形成術 (percutaneous coronary intervention; 
PCI)を施行した安定狭心症患者 58例を対象として、OCTによる冠動脈プラーク性状と EPA/AAとの関
連について検討を行った。対象を EPA/AA中央値(EPA/AA ratio=0.36)により 2群に分割し、患者背景、
定量解析を含む冠動脈造影所見、OCT所見から得られる虚血責任病変の冠動脈プラーク形態を比較検
討した。EPA/AA 低値群は脂質性プラークや不安定プラークの代表的特徴である thin-cap 
fibroatheroma(TCFA)、マクロファージ集積、プラーク内新生血管を多く有しており、高値群と比較
して線維性被膜厚が有意に薄かった。 
さらに EPA/AAと線維性被膜厚は有意な正の相関関係を示した(r=0.46, p=0.007)。多変量解析の結
果、EPA/AA<0.36 (オッズ比, 6.41; 95%信頼区間, 1.11-61.91; p=0.037)が TCFA を予測する独立し
た規定因子であった。EPA/AAが冠動脈不安定プラークに関係している可能性が示唆された。 
以上の研究は安定狭心症患者における EPA/AA と OCT による冠動脈プラーク形態についての検討で
あり、EPA/AAが心血管イベント発症と関連している機序解明に貢献するものである。 
よって本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
